























存在する（近藤，1979; 青木，1981; 近藤，1981; 甲斐，1989，1990a; 山元，
1991; 牧戸，1993; 増田，1994; 高橋，1994a，b; 野地，1994; 鶴田，1998; 高橋，







































































































































































































































































（5） 「修身科・国史科・地理科の中止についての指令」（1945 年）の「別表 B」に「教
室内で論じ合ふ方法によつて教へよ」と書かれている（文部省，1946，p.11）。
（6） 第 1 次報告書（1946 年）の第 1 章の「教育の目標」に「討論」を用いること
が勧められている（米国教育使節団，1947，p.22）。



















































（24） 国語教育における話し言葉指導の文献が昭和 44 ～ 61 年（1969 ～ 1986 年）の
間に，毎年 40 件以下に落ち込んだとされる（増田，1994，p.203）。
（25） 例えば，梶田他（1980）による愛知県での調査では何らかの形で小集団を組み
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